

































Toward The Search for and The Process of Formation of Career Ideals: 













































































































平尾（2005a） キャリアインタビュー 〇 ×






学部 学科 専攻 主要な専門分野 主要な進路 回答学年 回答者数
短期大学部 生活学科
生活情報 IT事務 一般事務、販売 １年 54
食生活 食関連 食関連、一般事務、販売 １年 56






























母 父 親族 恩師 アルバイト 友人、先輩 その他
生活情報
（n=48）
人数 12 7 4 10 9 4 2
％ 25.0 14.6 8.3 20.8 18.8 8.3 4.2
食生活
（n=52）
人数 7 13 8 7 11 4 2
％ 13.4 25.0 15.4 13.5 21.2 7.7 3.8
生活環境
（n=113）
人数 33 16 17 8 25 3 11
































芸能人 スポ ツー選手 経営者 独立専門職 組織所属 その他
生活情報
（n=54）
人数 25 5 12 6 2 4
％ 46.3 9.3 22.2 11.1 3.7 7.4
食生活
（n=55）
人数 29 10 2 7 2 5
％ 52.7 18.2 3.6 12.7 3.6 9.1
生活環境
（n=115）
人数 40 9 21 25 8 12






































































































































































Entrepreneur of the Year）日本プログラム、全国商工会議所女性連合会による女性起業家大賞などがある。
– 97 –
キャリアモデルの探索と形成にむけて
10）女子学生が興味を持って読みやすく、一定数のビジネスウーマンが登場するサイトの例として、たとえば、「女
性の視点がビジネスを変える〜いま注目のビジネスウーマン」（leader and Innovation賢者の選択　http://
kenja.jp/link_together/?tar=25）、「佐々木かをりのwinwin対談」（イー・ウーマンhttp://www.ewoman.
co.jp/）などがある。
11）平尾（2005b）　は、学生にキャリアモデルを選択させるにあたって、学生がビジネスパーソンにインタビュー
した内容に基づく「インターネットお仕事辞典」（キャリナビhttp://www.career-navi.org/ja/）を活用し
ている。辞典と名のつく通り、大勢の人物が掲載されている（2012年11月現在で403人）ため、情報量が多
いという長所がある一方、学生が適切なモデルを選び出すのは容易ではないという問題がある。
参考文献
ベネッセ教育研究センター（2006）『若者の仕事生活実態生活調査報告書』
古野庸一（1999）「キャリアデザインの『必要性』と『難しさ』」リクルートワークス研究所『Works』1999年
８－９月号，pp.4-7.
合谷美江（2009）「女子学生に焦点をあてたキャリア教育の必要性について」神奈川大学紀要『国際経営論集』
vol.38，pp.175-188.
平尾元彦（2005a）「キャリア教育の手法としてのキャリアインタビュー」山口大学大学教育機構『大学教育』
第２巻，pp.85-94.
平尾元彦（2005b）「キャリア教育の手法としてのキャリアモデル」山口大学大学教育機構『大学教育』第２巻，
pp.95-104.
嘉本伊都子（2004）「女子学生のライフコース設定と就労意識―2003年度質的社会調査を通して―」『京都女子
大学現代社会研究』第７巻，pp.63-81.
木之下裕子（2010）「女子青年のロールモデル形成」『早稲田大学教育学会紀要』第11巻，pp.31-38.
松浦素子（2005）「短期大学・大学の女子学生の就労意識と母親のキャリアパターンの関連」『日本パーソナリティ
心理学会大会発表論文集』第14巻，pp.143-144.
室　雅子（2012）「ライフコース選択へのキャリアモデルインタビューの有効性」『椙山女学園大学教育学部紀要』
第５巻，pp.125-136.
佐藤浩章（2006）「キャリアモデルを活用した教育の可能性」（ベネッセ教育研究センター『若者の仕事生活実
態調査報告書』所収），pp.121-125.
社団法人国立大学協会教育・学生委員会（2005）『大学におけるキャリア教育のあり方―キャリア教育科目を中
心に―』
田澤　実（2005）「ライフ・キャリア・パースペクティブと将来イメージの関連―女子大学生が展望する仕事・
家族・余暇の重みづけ―」『進路指導研究』第23巻第２号，pp.19-25，2005.
田澤　実（2011）「大学におけるキャリア教育の課題―大学設置基準の改正に伴って―」『心理科学』第32巻第１号，
pp.9-21.

